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人がもつそれぞれの個性

言葉の力

大垣市の充実した福祉

車いす体験を通して考えたこと

いじめのない明るい学校へ

よいと思うことを行動に

福祉の大切さ

くつやめがねのように、
障がいが当たり前と思える大垣市に

私と福祉

氏名

川邊　瑛太

南瀬　杏奈

田中　莉央

工藤　優依乃

平塚　千聖

古市　美咲希

狹間　梨緒

宮本　和奏

清水　愛萊

みんなでいいまち
つくろうよ

～住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくり～

　謹んで、新年のごあい

さつを申し上げます。

　市民の皆様におかれ

ましては、お健やかに新

年をお迎えのことと心

よりお慶び申し上げま

す。

　平素は、本会の運営な

らびに事業活動に対し

まして、多大なご支援ご

協力を賜り、厚くお礼を

申し上げます。

　さて、近年、地域社会

が抱える福祉・生活課

題は、人口減少、少子高

齢化、社会的孤立や貧

困、地域における関係性

の希薄化など多様化・

複雑化しています。

　このような中、昨年は

本会の「第５次地域福祉

活動計画」「第４次中期

経営計画」（計画期間：

令和６年度～令和１０

年度）が、スタートを切

る重要な年となりまし

た。

　この計画のもと、２０

地区社会福祉推進協議

会、行政、関係機関・

団体の皆様と連携を密

にし、すべての人が活

躍できる地域づくり、

大 垣 市 に 暮 ら し て 良

かったとお互いに実感

できる地域共生社会の

実現にむけて、地域福

祉の推進に取り組んで

まいりました。

　また、地震や水害など

自然災害の多い年でし

たが、本会から、令和６

年能登半島地震の被災

地支援として、石川県珠

洲市社会福祉協議会に

７名の職員を派遣し、災

害 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン

ター、地域支え合いセン

ター等の業務にあたり

ました。

　大垣市におきまして

も、台風１０号の影響に

より大きな被害があり

ました。お見舞いを申し

上げるとともに、地域防

災力の向上のために、あ

らためて地域のつなが

り、地域の絆の大切さを

実感したところでござ

います。

　引き続き、地域の関係

者、団体、機関、行政との

ネットワークを活かし、

災害ボランティアセン

ター等の運営など、平時

から福祉と防災の連携

を図り、災害時に誰一人

取り残されないような

取り組みを進めてまい

ります。

　本会は、令和７年に法

人化５０周年を迎えま

す、今までの歩みを振り

返るとともに本会の更

なる飛躍をめざし、市民

の皆様と一緒に各事業

を進めてまいります。

　今後とも市民の皆様

のご期待に応えられる

よう、役職員一同、一丸

となって事業の推進に

取り組んでまいります

ので、より一層のご支

援、ご協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。

　結びに、皆さまのご健

勝とご多幸をご祈念申

し上げ、年頭のごあいさ

つとさせていただきま

す。

◆と　き
　令和７年２月１日（土）
　午後１時３０分～午後３時００分

◆ところ
　大垣市総合福祉会館５階ホール
　（大垣市馬場町１２４）

◆意見発表者
　市内小学校の児童代表者１名
　（今年度発表校９校）

　令和6年12月15日(日)

に関ケ原カントリークラ

ブにて第１回共同募金チ

ャリティーゴルフ大会が

開催されました。

　124名の方が参加さ

れ、寒空の中でありまし

たが、ゴルフを楽しみな

がら参加者の方から多

くの募金にご協力いただ

きました。

　また、プロゴルファー

の上田諭尉様、木村実香

様にもご参加いただきま

した。

　チャリティーゴルフ大

会に参加して下さった皆

さま、協賛いただいた皆

さまありがとうございま

した。

【協賛いただいた
皆さまの紹介】

・清水十三男

・(株)おおはし薬局　  

・東洋羽毛東海販売(株)
岐阜営業所

・大垣天然温泉 湯の城

・(有)小川商店　　　    

・(株)安田設計　　　　

・(株)大光　　　　　  



　令和6年12月26日

（木）に高校生歳末清

掃が行われました。

　今回は、大垣東高

校、大垣南高校、大垣

工業高校、清凌高校、

大垣桜高校の生徒3６

名がひとり暮らしの高

齢者宅などを訪問し、

掃除を行いました。

　また、掃除だけでな

く交流する事も大切に

し、「短い時間だけど

楽しかった。」といっ

た感想も聞かれまし

た。身近にある困りご

とに、「自分たちにで

きること」を感じ、考

えるきっかけづくりに

なりました。

高 校 生 歳 末 清 掃 活 動

歳末友愛訪問
　ひとり暮らし高齢者

等を対象に実施されて

いる歳末友愛訪問が各

地区社会福祉推進協議

会が主体となり実施さ

れました。

　各地区で考えられた、

心のこもった贈り物が

届けられました。地区

によっては小学校に通

う子どもたちにもご協

力いただき、福祉の心

を育む、福祉に関心を

もっていただくきっか

けとなっています。

大垣市社会福祉協議会　福祉サービス利用支援センター
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見守り事例の紹介
●配食弁当事業所より

　弁当の配達を行った

ところ、鍵は開いてい

るが呼びかけに対して

応答なし。いつも本人

は在宅しており、お弁

当は手渡ししているた

め心配になって通報さ

れました。

→市社協より地域包括

支援センターに相談。

妻が特別養護老人ホー

ムに入所されており、

施 設 に 確 認 し た と こ

ろ、妻の受診同行され

ていると判明しました。

結果を配食弁当事業所

に報告しました。

　今回の見守り事例ケ

ースでは大事には至り

ませんでしたが、中に

は倒れていて救急要請

するケースや亡くなっ

ているケースもありま

す。心配な対象者がみ

えましたら下記までご

連絡ください。

　また、見守り事業に

協力いただける企業様

などありましたら合わ

せてご連絡お願いいた

します。

【お問い合わせ先】

大垣市社会福祉協議会

0584-78-8182

　本会では、住民によ
る高齢者等の見守り活
動を推進しています。
　さらに平成25年から、
地域の事業所と見守り
協定を結び、安心して
暮らせるまちづくりに
ご協力いただいていま
す。
　事業所の皆さまが感
じた違和感や異変の連
絡が、実際に人命救助

につながった事案が起
きています。
　現在、71の見守り事
業所と連携しており、
事業所の皆さまだから
こそ、気付く視点に支
えられて安心・安全な
まちづくりにつながっ
ています。
　今年度、新たにマッ
クスバリュ東海（株）様
と見守り協定を結ばせ

ていただきました。

　見守り事業所につき
ましては下記のQRコー
ドからご確認ください。





ごみの減量、資源の有効利用にご協力ください。

4,608,003円
　次の皆さまより『みんなで支え合いバンク』に

食品等の提供をいただきました。ありがとうござ

いました。《７月1日～12月31日》(順不同・敬称略)

大野友実、守屋貴広、バロー大垣南店、イオンモ

ール大垣、社会福祉法人連携協議会（芽生会、あ

ゆみの家、大垣市社会福祉事業団）、三菱ケミカ

ル（株）中日本事業所、日新地区民生・児童委員

協議会、匿名　11件

揖斐川工業グループ
揖斐川工業親睦会

20,000円
大垣市赤十字奉仕団
南分団　　  

10,000円
匿名　　　  3,815円

【戸別募金】
46５自治会

4,419,710円
【団体・職域募金】

キャッスルタウン大垣
プレイランドキャッスル大垣
大垣天然温泉湯の城

100,000円

　次の皆さまより災害義援金としてご寄付いただ

きましたのでご紹介させていただきます。

（敬称略）

稲葉自治会（100円喫茶）　　23,492円

領家町領家クラブ

15,980円

かわなみ作業所父母の会

フォークリフト1台

揖斐川工業グループ

揖斐川工業親睦会

20,000 円

匿名７件  340,213円

【かわなみ作業所へ】

　去る1月2日、本会副会長 杉田邦隆氏が永眠いた

しました。

　ここにあらためて生前のご厚誼に深謝し心から

御礼申し上げます。故人の遺志を継ぎ本会の更な

る発展に専心努力する所存でございます。皆さま

におかれましても、今後とも変わらぬご支援ご協力

賜りますようお願い申し上げます。

大垣市社会福祉協議会　役職員一同


